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法人の未来と変革

理事長兼総合施設長

　全国的に少子高齢化のなかで高齢者福祉、介護施設、保育所、障害者（児）事業所は働き

手が少なくなっていく日本と大分県、そして竹田市。2025 年高齢者人口がピークを迎える一

方労働人口の減少で、多様な地域の特性の社会環境の変化が見込まれるそんな中、生産性向

上を担い手の確保対応を進めながら、また長期化する新型コロナウイルス感染症（インフル

エンザ）及び物価高騰の影響で賃上げ機運の高まり、増え続ける高齢者を支える介護の担い

手も着実に増える必要があるが、適切なケアを受けられない人が続出、すでに人手不足の中

に現状を維持できるかの問題がある。人材難に拍車がかかっている今、法人の経営努力だけ

では限界にきている。地域での施設・在宅介護サービス・障害者（児）サービスの必要量を

充足するにはどうするか！

１．法人の意識改革とテクノロジー導入等で業務改革及び改善で事業の環境変化と、経済状

　　況の変化に対応しないといけない。サービスを提供できるための体制構築、感染に強い

　　施設として現場における安全性、安心性の確保が重要ではないか。

２．ビジョンの実現を掲げ

　　①財務の視点として財務状況の安定には生産性向上。

　　②顧客として満足度アップ、利用者及び家族との関係の信頼度。

　　③業務プロセスとして、施設体制の強化で業務の標準化・効率化と安全対策

　　④学習と成長として施設全体の人材強化と育成計画・採用計画・情報の共有化・システ

　　　ムの見直し。

３．経営の３者満足

　　①職員満足（ES）②利用者満足（CS）③経営満足（MS）

　今年度は、お互いに素直で助け合い支え合いながら感謝していく法人を目指す。

吉　岡　  曉　督
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★利用状況　（男）14 名  （女）68 名 　 計 82 名
★平均年齢 90.7 歳　（令和 6 年 4 月１日現在）

ひな祭り行事

新入職員紹介

安全な介助で皆さんと楽しく頑張っていき
たいと思います。よろしくお願いします。

これから皆様のお役に立てるように頑張っていき
たいと思います。どうぞ宜しくお願いします。

阿南　重明 髙橋　尚貴

百歳おめでとう
ございます

健康の秘訣は、好ききらいなく食事をいただく事です。
《長男様より》
数年前大病を患いましたが元気になりました。これか
らもよろしくお願いします。

わからない事ばかりですが皆さんこれからもよろしく
お願いします。

《長女様より》
これまでも、これからもありがとう。おいしく食べて
気分良く毎日を過ごしてくれれば最高です。

戸次 英子 様木村 タマコ 様
さんぽ

カメラホーム

ひ
孫
様
よ
り

介護職員 介護職員



4

悠 々 居 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 共 生 型
生活介護

日本一周
すごろく

デイサービスのゆかいな得点板 缶ころがし

ちぎり絵

日本全国名所巡りを
しながら楽しく体を
動かしました。

辰（龍）年の
貼り絵ができました。

真っすぐころがらんなぁ

豆まき
うまく鬼を倒せるかな？
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こどもデイサービスセンター 　「ゆうゆう」

《定　員》　10 名（放課後等デイサービス含む）
《時　間》　月〜金曜　9：30 〜 12：30
《休館日》　土曜・日曜・年末年始

《令和６年度の目標》
小集団の中でコミュニケーション手段の拡大を図り、人との関わりを通じ対人関係を深め表現や社会性が
身に付くように働きかけていきます。
日常生活の基本の動作の獲得及び、集団生活への適応の為の支援に取り組みます。
地域の資源に触れあう機会を提供し、多くの体験ができるよう取り組みます。

《定　員》　10 名（児童発達支援含む）
《時　間》　月〜金曜　14：00 〜 17：00
《休館日》　土曜・日曜・年末年始

クッキーづくり「バレンタインデー」おやつづくり「ホットケーキづくり」

お買い物体験

宿題タイム

音楽療法

習字 ことばあそび

音楽療法

児童発達支援放課後等デイ

「新しいお友達を若干名募集中！要相談・見学随時」

防災訓練
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看護部だより
疱 疹 に つ帯 い状

初期症状は皮膚のかゆみや痛み、その後に発疹や水疱が帯状に現れ、焼けるような強い痛みが
有ることもあります。

帯状疱疹の原因は水痘（水ぼうそう）と同じウイルスです。
子供の頃に、このウイルスにはじめて感染すると、水ぼうそうを発症します。
そして、水ぼうそうが治った後も、ウイルスは脊髄から出る神経節という部位に潜んでいます。
普段は身体の免疫力によってウイルスの活動が抑えられているため発症することはありません
が、免疫力が低下すると再び活動、増殖しはじめます。
そして、ウイルスは神経の流れに沿って神経節から皮膚へと移動し、帯状に痛みや発疹が出る
帯状疱疹を発症します。

帯状疱疹の予防のために、免疫を低下させないように体調管理を心がけましょう。
帯状疱疹の予防には、主に 50 歳以上の方を対象としたワクチンがあります。
年齢とともに免疫力が弱まってしまうため、改めてワクチン接種を行い、免疫力を強化するこ
とで帯状疱疹を予防します。
予防接種は完全に防ぐものではありませんが、たとえ発症しても症状が軽くすむという報告が
あります。
なお、予防や治療に関する詳しいことについては医師とご相談ください。

【症状】

【原因】

【予防】

て
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給食部だより

食 写 真 紹行 介事

節分行事 令和 6年 2月 3日

元旦　おせち料理

ひな祭り行事

令和 6年 1月 1日

令和 6年 3月 2日手作りの桜餅がとても喜ばれました♪

薄焼き卵の巻き寿司が見た目も良く、
食べやすいと好評でした。

赤
飯

魚
の
照
り
焼
き

柿
な
ま
す

煮
物
（
南
瓜
・
人
参
・
絹
さ
や
）

揚
げ
だ
し
豆
腐

き
ん
か
ん
煮

す
ま
し
汁

い
ち
ご
の
ム
ー
ス

献

　立

さ
け
寿
司

菜
の
花
の
マ
ヨ
和
え

す
ま
し
汁

桜
餅 献

　立

巻
き
寿
司

煮
物
（
鶏
肉
・
人
参
・
オ
ク
ラ
）

け
ん
ち
ん
汁

水
よ
う
か
ん

献

　立
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編
集
後
記

　

新
年
度
を
迎
え
、
令
和
六
年
度
の
第

一
号
の
発
行
で
す
。

　

暖
か
い
日
差
し
と
木
々
が
青
々
と
し

て
気
持
ち
い
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

元
旦
の
能
登
地
震
、
改
め
て
地
震
の

恐
ろ
し
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
復
興
に

向
か
っ
て
動
き
出
し
て
い
る
金
沢
、
能

登
を
微
力
な
が
ら
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

九
州
で
も
八
年
前
の
熊
本
地
震
、
今

後
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
南
海
ト
ラ
フ

地
震
と
地
震
大
国
日
本
で
は
、
い
つ
ど

こ
で
地
震
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

常
に
防
災
意
識
を
持
ち
「
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
」
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に

一
人
ひ
と
り
が
身
を
守
る
姿
勢
を
忘
れ

ず
に
行
動
で
き
る
準
備
を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

施
設
と
し
て
も
、
今
ま
で
以
上
に
定

期
的
な
防
災
訓
練
を
行
い
非
常
時
に
備

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
災
害
が

起
き
た
時
に
ど
う
行
動
す
る
か
今
一
度

一
人
一
人
が
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

●
物
品

（
里
芋
20
㎏
）

・
豊
後
大
野
市
清
川
町

　
　
　
　
　
　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

オ
ー
バ
ー

（
正
月
飾
り
（
松
））

・
竹
田
市
君
ヶ
園　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
賀　

英
幸

（
ボ
ト
ル
オ
ー
プ
ナ
ー
×
４
）

・
大
分
市
寒
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
南　

順
子

●
現
　
金

・
竹
田
市
会
　々
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

崇
志

・
竹
田
市
荻
町
恵
良
原　
　
　
　
　
　
　

坂
本
多
鶴
子

（
敬
称
略
）

善
意
の
輪

（
令
和
５
年
12
月
23
日
〜

　
　

令
和
６
年
3
月
15
日
現
在
）

　高校卒業後、野菜の転送業者に就職し、熊本・大分間を毎日朝早くか
ら行き来されていたそうです。「奥さんと結婚し、２人の子供を育てな
がら一生懸命働いた。」と話されています。菅生の自宅で、精米屋やお
店を開業し、市場で仕入れたものを店で売ったりもされていたそうです。
　「熊本で売れん物が大分で 27 万になった事があった。もう、病みつき
になるわぁ。儲からんでん面白かった。」と、当時の話を面白おかしく
話してくれました。奥さんは「一人で朝２時に出よった。一人で荷物の
積み下ろしをしている事を知って、自分も一緒に行って手伝っていたが
その間子供を車に乗せて連れて行ったり、学校に行きだしたら家に置い
て出ていたので、子供の事が心配でしかたなかった。」と、当時の子供
さんの事を思い出されていました。
　現在は、二人で仲良くデイサービスに通いながら、思い出深い自宅で
ゆったり過ごされています。いつ伺っても、冗談を言いながら楽しくお
話ししてくれます。

長寿万歳 !
昭和6年3月7日生まれ  93歳三  神  幸  生 様


